
JML-C2

●　高エネルギー、安定繰り返し

●　220Ｊ/pulseまで、フラッシュエネルギーの調整が可能

●　パルス幅　0.5-1ｍｓ

●　マニュアル動作、ＴＴＬ信号による動作、双方可能

●　300-1100ｎｍの波長領域

●　光学系は石英を使用

●　ファイバカップル済み

●　ファイバライトガイドの選択もバラエティが豊富（お尋ね下さい）

ＪＭＬ－Ｃ２はＲＡＰＰ社独自に開発されたフラッシュランプ光源
です。高いエネルギーに対し、安定した繰り返しが特徴です。

蛍光顕微鏡用フラッシュランプ光源

NEW!

http://www.optoscience.com/

